
２.各分会における
流域治水の取組事例の

共有について

資料２

1



野洲市
事例紹介
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構成員 野洲市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

R7年度
(予定) 事業者を選定し、令和10年の供用開始を目指し設計を実施。

R5年度 　MIZBEステーション及びかわまちづくり計画の登録に向けて、野洲市MIZBEステー
ションかわまちづくり協議会を設置・開催し、「野洲市MIZBEステーションかわまちづくり
計画（案）」を作成。

R6年度
(予定) 　「野洲市MIZBEステーションかわまちづくり計画（案）」を国土交通省に申請・登録。整

備に向けた施設内容の整理検討、事業者選定業務を実施。

進捗状況

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 グリーンインフラの取組
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構成員 野洲市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗状況

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

R7年度
(予定)

事業計画変更業務委託（都市計画決定を含む）

　事業着手前に伴い、事業計画の変更（都市計画決定を含む）を実施予定。

R5年度

ポンプ施設基本設計業務委託、JR近接施工に係るFEM解析業務委託

　童子川第４排水区雨水幹線の基本設計の実施により、構造と事業費を精査。
　基本設計の結果、管径規格とポンプ容量が大きくなり事業費が増高したため、着手
時期の見直しを検討。
　一方で、流域治水推進の観点から野洲川に洪水を排水させる対策について、国土
交通省や滋賀県との調整を実施。

R6年度
(予定)

妓王井川流域流量低減対策基本設計業務委託

　妓王井川流域からの洪水排水を野洲川に排水させる施設について、測量及び基本
設計を実施予定。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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亀岡市
事例紹介
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遊水機能を有した公園の整備（亀岡市）
～自然と共生するグリーンインフラ～
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国際学生ワークショップ ～発表内容の一部～

亀岡駅南エリア（市街地） 七谷川流域（農地） 安町大池（ため池）
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守口市
事例紹介
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守口市における
流域治水の取組事例

１.守口市守口処理場沈砂池ポンプ棟・
寺方ポンプ場更新事業

２.淀川高規格堤防整備事業（下島地区）

３.守口市水害時避難行動対策指針の策定

４.淀川舟運復活の契機

2
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寺方ポンプ場は昭和41年に建設・供用開始し55年経過

している。

プロポーザル選定委員会において令和６年度に優先交渉
者を決定し、契約締結の予定（事業費総額約94億円）。

また、令和13年４月供用開始予定。

① 旧汚泥処理施設撤去

（汚泥処理施設解体及び杭等撤去）

（令和６年度及び７年度別工事にて発注）

② 新設沈砂池ポンプ棟建設

（令和13年度供用開始予定）

③ 旧寺方ポンプ場撤去

守口市守口処理場沈砂池ポンプ棟
・寺方ポンプ場更新事業

旧寺方ポンプ場

沈砂池ポンプ棟

旧
世
木
公
園

守口市終末処理場

鶴見領地公園

拡大図

寺方ポンプ場位置図
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（新設）守口処理場沈砂池ポンプ棟（イメージ）

守口市守口処理場沈砂池ポンプ棟
・寺方ポンプ場更新事業

沈砂池ポンプ棟

ポンプ棟新設の効果

・施設及び設備の信頼性向上
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淀川高規格堤防整備事業（下島地区）※国土交通省共同事業

高規格堤防とは…
・堤防の市街地側に盛土をし、幅を広げた緩やかな台地状の堤防を築くことで、洪水時の越
水や浸水による決壊・液状化による壊滅的な被害を防ぎ、都市を大きな被害から守ることが
できます。また、高台化された地域は周辺地域の避難場所として大きな役割を担います。

・「人命を守る」ということを重視して、首都圏及び近畿圏のゼロメートル地帯等の平地にお
いて、堤防の決壊による壊滅的な被害を回避するため、高規格堤防の整備を進めています。
本市の義務養育学校建設事業と連携して、令和6年度より守口市下島地区の整備に着手し
ます。

・堤防の市街地側に盛土をし、幅を広げた緩やかな台地状の堤防を築くことで、洪水時の越
水や浸水による決壊・液状化による壊滅的な被害を防ぎ、都市を大きな被害から守ることが
できます。また、高台化された地域は周辺地域の避難場所として大きな役割を担います。
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淀川高規格堤防整備事業（下島地区）※国土交通省共同事業

高規格堤防
整備範囲

下島公園

下島小学校

学校等移転イメージ

拡大図位置図

高規格堤防整備事業
（下島地区）
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淀川高規格堤防整備事業（下島地区）※国土交通省共同事業

淀川
下島地区

整備予定箇所
鉄塔の撤去・移設

（２基）

下島公園

下島小学校

下島公園

下島小学校
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守口市水害時避難行動対策指針の策定

＝指針における市の対応方針＝

「人命優先」

「判断力の養成」

「参集方法や連絡体制の明確化」

「情報の収集と連絡」

「被災者への適切な対応」

16



取組内容 守口市庁内全体の水害警戒時から発災、応急復旧までの職員の対応を取りまとめた水害対応マニュアルの作成 例

１．本指針の目的
２．対象とする水害
３．市の対応方針
４．本指針の構成

水害時の行動内容
庁内全体の行動の流れを
確認する

所属する部または班を確認する

２．水害タイムライン【全体】

３．水害タイムライン
【①情報指揮関連】
【②避難支援関連】
【③要配慮者支援関連】
【④現場対応関連】

対応種別に庁内全体としての
行動のタイミングを確認する

２．水害時の配備体制・基準

３．水害対応マニュアル
（対応部別）

対応部課別の行動の
タイミングと詳細を確認する

第3章
水害タイムライン

第4章
水害対応マニュアル

１．本指針における条件設定
２．寝屋川流域のポンプ運転調整について
３．災害シナリオ

第2章
想定する気象条件および災害シナリオ

第1章
守口市水害時避難行動対策指針について
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ステージ ST1 ST2 ST3-1 ST3-2 ST4 ST5 ST6-1 ST6-2 ST7

トリガー情報

リードタイム 数日～半日前 半日～数時間前 数時間前 1時間程度前 発災当日 2日以降 5日以降

移行トリガー
大雨の見通しの連絡等
※
大雨洪水注意報発表

大雨洪水警報発表 氾濫注意水位到達 避難判断水位到達
高齢者等避難

氾濫危険水位到達
避難指示

ポンプ調整水位到達
緊急安全確保

破堤水位
到達～1日後

破堤
概ね2日後

破堤
概ね5日後

ポンプ運転状況 ポンプ運転調整準備指
示 ポンプ運転調整実施 破堤に伴うポンプ停止の

指示

情報指揮

防災体制の構築 1.災害警戒本部立ち
上げ

2. 災害対策本部立ち
上げ

3.防災体制移行の検
討

判断・意思決定 1.避難所開設の判断
（指示）

2.自主避難の呼びかけ
の判断
3.高齢者等避難開始
命令の早期判断

※ﾎｯﾄﾗｲﾝの受信
4.高齢者等避難命令
の判断

※ﾎｯﾄﾗｲﾝの受信
5.避難指示命令の判
断

6.支援要請 7.避難指示等の解除

情報収集・共有

1.気象情報等の収集
2.関係機関等への情報
共有
3.職員の動員報告

4.気象警報の周知 5.被害情報の収集、情
報共有

6.大雨特別警報発表
の周知

7.破堤情報の周知
8.市民からの問い合わ
せ対応

行動番
号 防災行動の種別 担当部課等 雨が降り始める 雨が降り続く

河川水位が上昇 河川水位の上昇が続く 河川水位の上昇が続く 内水氾濫が発生 河川水位の上昇が続く 外水氾濫の発生
氾濫域の拡大 氾濫域の拡大が収まる

雨が収まる
河川水位が平常水位まで
低下

１－１ 気象情報や雨量水位情報の収集 危機管理室
環境下水道部 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

取組内容 守口市庁内全体の水害警戒時から発災、応急復旧までの職員の対応を取りまとめた水害対応マニュアルの作成 例

第３章水害タイムライン 部の業務の全体像 例
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第４章 水害対応マニュアル 業務ごとの詳細な行動・対応一覧 例

取組内容 守口市庁内全体の水害警戒時から発災、応急復旧までの職員の対応を取りまとめた水害対応マニュアルの作成 例
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淀川舟運復活の契機

緊急用船着場（佐太）
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淀川舟運復活の契機 ※出典先：日本の【食】まつり実行委員会

守口公民連携博覧会 ～守博2023 feat 日本の食まつり～

【日程】 令和５年11月12日（日） 前日祭 11日（土）

【実施内容】
〇遊覧船
・佐太地区緊急船着場を活用した淀川舟運の体験（守口市初）

〇ブース出展
・大阪・関西万博の機運醸成ブースやキッチンカー

【開催場所】
守口市淀川河川敷運動広場（佐太地区緊急船着場前）
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伊丹市
事例紹介
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水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

淀川水系流域治水協議会（伊丹市）

流域治水の広報 水災害対策の支援

計画策定

水防活動の支援
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名張市
事例紹介
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取組による効果
・特に防災面において外部の専門委員によ
る意見を反映した案を作成することができ
た。
・各所での報告・市民への周知を図ること
ができた。

活用可能な制度等
・都市構造再編集中支援事業 等。

䇾㉁䈔のᙉ໬ 䛆 ῶ⅏ᑐ⟇䛇 ⁄䜜る䛣䛸䜒⪃៖䛧䛯ῶ⅏ᑐ⟇の᥎㐍 0
25




